









































































































































































































































































































































































































































































































































































































経過した、 12 月 21 日 ~23 日に実施した。取材に
伺ったのは年末の慌ただしい時期だったこともあ
り、来館者はそれほど多くなかったが、武内館長
によるとオープンから50日で予想を上回る2，500
人ほどの来館者があった。来館者は地元の人や、
関東など遠隔地から訪れた人、年齢層は高校生か
らお年寄りまで様々である。 3日間の取材を通し
て思ったのは、訪れる人は様々だが、地域の復興
を強く願っている人が多く、色々なメディアや
NPO、個人レベルで活動している人が多いとい
う印象を受けた。なかには、大切な人を震災で亡
くした住民が来館し、スタッフに悩みを打ち明け
ることもあるという。そうした意味では、当初の
狙い通りに運営されているようだ。
2階のコミニテイサロン、夜は「レジリエント・
パー」になる。取材して驚いたのは、このパーの
運営を近江社長が自ら行っていたことだった。近
江社長は石巻出身で、東京の大学で学んでいた4
年間、アルバイトで洋食レストランのコックをし
て、仕送りを受けずに学費を捻出していたそう
だ。そういう経験もあり、近江社長は新聞社の仕
事が終わった午後6時ころに来て、午後11時過ぎ
までパーの営業を1人で担当していた。この「鮮
の駅」は空き庖舗を利用したものだが、家賃や光
熱費は必要となる。社長が自らボランテイアで
ノtー の営業を担当し、その売り上げを少しでも「鮮
の駅」の運営費用にあてたいという思いもあると
いう。また新聞社の経営も、石巻の復興に向けた
動きも、いまが正念場を迎えている。近江さんは
毎日が真剣勝負だと思っていて、その思いを行動
で示すことで、社員や地域の人たちに、自分の思
いを伝えているようにも見えた。 12月24日夜は
東京で活動するシンガーソングライター・梅田昌
栃窪優二/震災被災地・復興の現状
尚さんのライブが聞かれた。取材を終えて外に出
ると、震災2年目を迎えた石巻の街は冬化粧して
いた。
写真21 鮮の駅2階でのライブ (2012年12月)
6. まとめ
本稿では、 2011年4月-2013年9月まで、 2年
半にわたる宮城県石巻市とその周辺の震災復興の
歩みを、独自の取材をもとに報告した。こうした
取材をもとに、長さ5分程度の映像ドキュメン
ト・シリーズを計17本制作したほか、ドキュメ
ンタリー作品を2012年度は1本、 2013年度は2本
制作した。映像作品は全て大学サイトからネット
公開して、被災地のメッセージを発信した4)。
このうち2012年度に制作したドキュメンタ
リー「心の復興・石巻の願いJ (本編29分)は日
本を代表するドキュメンタリー映像祭「地方の時
代・映像祭2012J(市民・学生・自治体部門)で
入賞した。
制作作品は、大学の専門教育科目「ジャーナリ
ズム論」、「取材活動論」、「テレピ番組プロデユー
ス」などで映像教材として活用したほか、高校生
や一般を対象にした講演会等で上映した。また石
巻市内にある地域の交流拠点「鮮の駅」では、大
学制作の映像記録を館内上映して、来館者に紹介
してくれた。こうしたことがきっかけで、被災地
112 
を修学旅行で訪れた高校生がこの映像記録を事前
学習に活用した例も報告されている。これまでの
取り組みを振り返ると、個人レベルの映像記録の
制作としては、一定の成果は得られたと受け止め
ている。
しかし、こうした映像記録は、膨大な被災地の
記録の一部でしかない。どのような切り口で、復
興の歩みを伝えるのか、被災者の思いを伝えるの
か、制作者の判断や決断が極めて重要になる。な
かでも被災地の外見上の変化や動きが少なくなっ
てきた3年目・ 2013年度以降は難しい課題となっ
ている。しかしながら、こうした映像記録は、長
期間、継続して記録するところに、映像記録とし
ての意味や価値がある。復興に向けた映像記録を
残すと共に学生教育の優れた教材としも活用でき
ることも実証できた。
震災の被災地は、 2014年度から震災復興計画
の再生期に入る。被災地では、「女川・復興ふれ
あい農園」や「石巻・鮮の駅」、「石巻日日こども
新聞」など、被災地の住民が自ら地域の再生に向
けて動き出している。震災被災地の復興を記録す
る映像ドキュメントとして、何が求められるか。
1人の映像ジャーナリストとして、自問自答しな
がら、今後も現地取材を進め、映像記録の継続を
めざしたい。
この研究はJSPS科研費25350270の助成を受け
たものです。
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